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はじめに 
2023 年～2024 年にかけて「特別展 古代メキシコ－マヤ、アステ

カ、テオティワカン」が、東京・福岡・大阪と巡回しました。日本国

内では 2000 年以後、古代メキシコに関する巡回展は「神秘の王朝－

マヤ文明展」（2003 年、国立科学博物館他）、「失われた文明『インカ・

マヤ・アステカ』展」（2007 年、国立科学博物館他）、「古代メキシコ・

オルメカ文明展―マヤへの道」（2010 年、京都文化博物館他）などが

開催されてきました。これまでの巡回展のタイトルからお分かりいた

だける通り、「テオティワカン」を冠した国内での特別展は、少なくと

も私が知る限り、今回が初めてです。 
私の講演（4 月 11 日於メキシコ大使館）では、テオティワカンのモ

ニュメントに注目して、先達たちによりこれまで行われてきた研究調

査や、明らかにされてきたテオティワカンの概要を紹介しました。ま

た、これらのモニュメントからの出土品のうち「古代メキシコ展」に

出品された遺物の一部について解説し、テオティワカン文化と人々の

生活についてもお話ししました。さらに講演の後半では、テオティワ

カンにいまだ残されている数々の謎の解明を目指して、近年どのような調査・研究がなされているのかを紹

介しました。以下、今回の講演内容について、簡単ではありますがご報告します。 
 

             最新の研究動向 
テオティワカン遺跡は現在のメキシコシティから北東に約 50km、車

で 40～50 分ほどのところにあります。メキシコから中米にかけて栄え

たメソアメリカ文明に属する都市遺跡の一つで、紀元前後から 6 世紀ご

ろまで栄えました。テオティワカンは綿密な設計に基づき建設された

「計画都市」でした。南北を走る死者の大通りを南北の建築軸として、

「城塞」と呼ばれるおよそ 400m 四方で囲まれた儀礼場、その中心建造

物の「羽毛の蛇神殿」、遺跡公園の中心にある「太陽のピラミッド」、そ

して北端には「月のピラミッド」が、南北軸に沿うように建設されてい

ます。これらのモニュメントの考古学研究には、メキシコ国立人類学歴

史学研究所（INAH）やメキシコ国立人類学歴史学院（ENAH）のほか、アメリカや日本の研究機関もまた、

長年にわたり貢献してきました。 
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「羽毛の蛇神殿」の調査では、大量の生贄体が発見され、4 体、9 体、18 体、20 体など、メソアメリカの

暦や世界観と関係する数ごとに埋葬されていたことがわかっています。近年「羽毛の蛇神殿」の地下 15m に

神殿中心部に向かってのびる 103m もの水平方向の地下トンネルも発見されています。 
「太陽のピラミッド」の調査では、テオティワカン人により掘られたと考えられる地下トンネルが測量さ

れ、最深部の部屋の入り口の直上からは祭壇も発見されました。祭壇には、緑色貴石で作られた立像や仮面

など、重要な捧物（編集部注：ホウモツ＝ささげもの）が残されていました。 
「月のピラミッド」の調査では建

造物の前庭部西側面から内部に向

かって調査用のトンネルが掘られ

ました。この調査により、「月のピ

ラミッド」は少なくとも 6 回の増改

築が行われたことが明らかになり、 

また、テオティワカン時代の 5 基の

儀礼墓も発見されました。儀礼墓に

捧げられた黒曜石製品を分析する

と、儀礼墓でもまた、製品（群）の

形、配置、数などに、メソアメリカ

の世界観との関係が見え、世界観を

物質化するための舞台装置の一部

であったことが示唆されました。 
モニュメントだけではなく、テオティワカン遺跡を広く見渡せば、マヤ、オアハカ、ベラクルス、メキシ

コ北西部などからテオティワカンに来た他民族が生活していた区画や住居区も発見されており、テオティワ

カンは広範で活発な商業活動を行っていた国際都市であったこともわかっています。 
 

さらなる謎への挑戦 
いまなおテオティワカンには多くの謎が残ります。メキシコやアメリカ、そして日本も関わり協力し合っ

てきた数々の研究調査により、上述のように、テオティワカンに関する多くのことが分かってきました。し

かしながらいまだ、「テオティワカン人とはどんな民族だったのか？」「周辺の都市との関係性は？」「それぞ

れのモニュメントはなぜ作られたのか？」「その象徴的な意味や目的はなんなのか？」「それぞれ何に捧げら

れたものなのか？」「都市設計の基準は何だったのか？」「政治体系はどのようなものだったのか？」「もし君

主制であったとしたら、王の墓は一体どこにあるのか？」など、多くの謎が残されています。そんな謎を解

くために、考古学者たちは日々努力をしています。 
2015 年から、上記モニュメントに次ぐともいえる巨大建造物群「石柱の広場建築群」の発掘プロジェクト

が続いています。このプロジェクトでは、太陽と月のピラミッドのちょうど中間あたりにある「石柱の広場

建築複合群」と、「太陽のピラミッド北の建築複合群」とで発掘調査が行われています。これまでに、マヤ的

なモチーフが描かれた壁画の破片や土器片などが出土しており、国際都市テオティワカンの様相の理解につ

ながる重要な発見となりました。モニュメントの意味を解き明かす試みもなされています。「太陽のピラミッ

ド」周辺からは、かつて「死のディスク」と呼ばれた石彫が発見されました。その石彫は頭蓋骨を模した中

心部から放射状に線が掘られた外縁を持っています。さらに、太陽のピラミッド頂上部からは「火の老神」

と呼ばれる石彫も発見され、近年では、「太陽のピラミッド」はまさに太陽や火、熱、乾季を象徴するかもし

れないと考えている研究者もいます。 
「月のピラミッド」に関してい

えば、現在メキシコ国立人類学博

物館に展示されているメソアメリ

カ最大級の石彫「水の女神」はこ

のピラミッド西側面から出土した

もので、さらに近年、ピラミッド

前にある「月の広場」の床下から

大型の水路跡が発見されました。

月のピラミッドは水、豊穣、大地、

女性、雨季、そしておそらく月を

象徴していたとも考える研究者も

います。 
これらのピラミッドの名は、後

世のアステカ人がすでに廃墟にな
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っていたテオティワカン遺跡を訪れ名付けたものと言われていますが、もしも、太陽のピラミッドが太陽、

月のピラミッドが月をまさに象徴していると明らかになれば、第 1 回講演会（3 月 21 日）で専修大学の井上

幸孝先生がお話しされたアステカ人たちは、優秀な考古学者だったとも言えるようになるかもしれません。

天体に限らず、テオティワカン人は周辺の山々など、広い視野で景観を認知し、儀礼や都市設計に組み込ん

でいたようです。 
テオティワカン人の景観認知という

謎に取り組むためには、テオティワカン

遺跡公園の周りも含め、研究者も広い視

野を持たなければいけません。石柱の広

場建築複合群発掘プロジェクトでは

LiDAR というレーザー測量機材をセス

ナに積み込み、遺跡周辺の広域マップが

作成されました。さらに、セスナでは測

量しきれなかった部分はドローンでも

測量されました。その広域マップを基に、

現在、メキシコ国立人類学歴史学研究

所・アリゾナ州立大学・岡山大学のチー

ムによる“Proyecto Ciudades Cósmicas Mesoamericanas en 3D”が実施されています。日本語での正式なプ

ロジェクト名称がまだ決まっていないのですが、宇宙や天体まで含めたメソアメリカの景観認知を遺構の 3
次元化を通して探るプロジェクトです。仮にここでは「メソアメリカの宇宙都市 3 次元化プロジェクト」と

呼んでおきます。このプロジェクトでは、ドローンを使った UAV-LiDAR や、リュックサックのように背負

って歩き測量する Slam-LiDAR、3D スキャナーや、写真を用いて 3 次元測量するフォトグラメトリーなど、

最新の技術を用いて、テオティワカン人の景観認知の理解に挑んでいます。 
これまで建築用石材の採掘跡と考えられてきたテオティワカン周辺の洞窟群や、天体観測のためにテオテ

ィワカン人が使ったと考えられている洞窟などが測量されています。さらに、過去の特定の日時・場所で観

測できる天体の動きを復元し、天体観測のシミュレーションができる arcAstroVR というプログラムも用い

られ、テオティワカン人がどんな天体や、天文現象に注目していたかを解明する試みも行われています。こ

のようにして、考古学者のみならず、各分野の研究者が協力して、テオティワカンの謎に挑戦し続けている

のです。 
 

結びに代えて 
講演では、このようなお話をさせていただきました。誤解があってはいけないので書いておきますが、お

話ししたすべてのプロジェクトに私が参加してきたわけではありません。月のピラミッドの発掘プロジェク

トが行われていたころ、私はまだ高校生で、当然発掘には参加していません。私はそのプロジェクトで重大

な発見があったことをテレビで知り、テオティワカン考古学に憧れた一人にすぎません。今回お話しさせて

いただいたことの多くは、テオティワカン考古学者で私の恩師でもあるアリゾナ州立大学研究教授の杉山三

郎先生や、メキシコ国立人類学歴史学研究所などの優秀な研究者の方々の成果です。そして今、私もテオテ

ィワカンのいくつかのプロジェクトに参加できるようになり、ともに謎に挑戦できていることを大変うれし

く思っています。 
末筆ではございますが、テオティワカンを紹介する機会を私のような若輩者に与えてくださった、メキシ

コ・日本アミーゴ会の皆様、駐日メキシコ大使館 Valeria Solis 文化担当官、大使館の皆様、そして、当日お

話を聞いてくださり多くの質問をくださった皆様に、心より感謝申し上げます。   
また、もし当日ご都合がつかずご来場いただけなかった方や、「古代メキシコ展」をご覧になれなかった方

がいらっしゃいましたら、遺跡は逃げません、ぜひメキシコ現地にお越しください。メキシコ・日本アミー

ゴ会の会員の皆様に、古代メキシコとも、もっともっとアミーゴになっていただけましたら、研究者の一人

として幸甚の至りです。（了） 
 

 2024 年メキシコ歴史文化講演会 (全 3 回) の概要 
『特別展 古代メキシコ－マヤ、アステカ、テオティワカン』(東京･福岡･大阪)に因むテーマで研究者を

お招きし、古代メキシコ文明の実像に迫る連続講演会を開催しました。会場はメキシコ大使館別館 5 階。 
第1回(3月21日)｢アステカ王国：歴史的実像と宗教観を探る｣       専修大学教授   井上幸孝 氏 
第 2 回(4 月 11 日)｢テオティワカン：最新の研究動向とさらなる謎への挑戦｣ 岡山大学特任助教 千葉裕太 氏 
第 3 回(5 月 07 日)｢マヤ人の日常：マヤ文明を理解するためのさらなる一歩｣ 金沢大学准教授  市川 彰 氏 
各講師には後日,主な論点 and/or 追加論点などをご寄稿いただき,第 1 回の井上先生のご投稿は本誌第 5 号に

掲載済みです.第 2 回の千葉先生のご投稿は今号第 60 号に掲載.第 3 回の市川先生ご投稿は次号に掲載予定。 
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メキシコへの誘い：歩行記 12  

 

ぶらりメキシコ一人旅 

―アコルマンとテオティワカンと－ 
( Acolman y Teotihuacán ) 

 
メキシコ・日本アミーゴ会 会員 

写真家・ルポライター 阿部修二 
 

はじめに 
光が当たっている時間帯に絵文字の刻まれた十字架を撮影しようと、早起きしてメキシコ市地下鉄 3 号線

で北のターミナル、インディオス・ベルデスに向かった。時間はたぶん 7 時前だったと思う。そこで降りた

のはわずかな乗客だったから油断していたのだが、私は地下通路でこれから都心に向かう人の津波にのみ込

まれてもがく羽目になった。知らなかったが、アコルマン行きのバス発着所は駅の西にあり、一度東に出て

陸橋を渡って行くのが本来の行き方なのだ。とんまな異邦人は人の流れに逆らって猪突猛進で西の発着所に

向う。シシ座＆イノシシ歳の決定的な欠点。あの時に迷惑をおかけしたメキシコ人にこの紙面を借りて謝り

たい。こうして毎朝メキシコ市周辺部の集落から大勢の人が大都市の経済

を支えるために通っているのを目の当たりにして、大都市メキシコ市の奥

行きを知ることになったのだった。 
 観光地テオティワカンには北駅から直行バスがある。私が乗ったのはテ

オティ

ワカン

行きの

ローカ

ルバス。早朝なので乗客は少ない。その

バスが絵文字の十字架のあるアコルマン

の旧修道院・教会近くを通過するのを知

ってのことである。 
     

不思議な修道院・教会のロケーション 
 記録によれば、このアコルマンの修道院・教会は

1539 年に建設が開始されている。フランシスコ修道

会から遅れること 9 年、アウグスチヌス修道会にメ

キシコでの布教活動が許されると、彼らはフランシ

スコ会の手薄な地域に食い込んでいった。テスココ

市から10キロ余りの距離にありながら人口の多いこ

の町に、アウグスチヌス会が修道院・教会を建設する

ことになったのは、そんな理由によるものだろうか。 
 アコルマンの町は広い耕地を持つ恵まれた土地で

ある。8 世紀中頃、

ここからわずか

5km北東に巨大な

ピラミッド群や石

造りの建造物を残

して、謎の崩壊を

遂げた古代都市テ

オティワカンの支配地であったことは疑いない。 
アコルマンの町はテオティワカンに通ずる道沿い

にあるのだが、しかし私が目指す修道院・教会の回り

にはソカロも村の庁舎も市場もない。その裏手と言

わず辺り一面に畑が広がるのだが、改宗すべき人々

が住む集落が見られない。教会の前には中学校と数

軒の農家、観光客相手の商店などはあるが、近年の建

物である。スペイン征服者が持ち込んだ都市計画な

どどこにも見あたら

ない。ではなぜこのよ

うな町はずれの土地

を選んで身分不相応

な要塞型修道院・教会

を建ててしまったの

だろうか。植民地時代

の教会は修道士が住民の改宗を効率よく行うために

町の中心に造るのが鉄則だったのに。 
土盛りされた修道院の前庭 

 さらに、アコルマンの修道院・教会の敷地は、同じ

アウグスチヌス修道会の他の修道院・教会のものと

様子がちがう。キリスト教の慣例に従い教会は西を

向いているが、その延長線上にある正門？は狭くて

重要な出入口とは思えないほど貧相なものだ。さら 
にその門を出て道を隔てた所に私が求めていたテキ

キ様式の十字架が立てられている。この十字架につ 
いては後で触れるが、16 世紀の修道院・教会の場合、

十字架は教会の主祭

壇の延長線上の前庭

のほぼ真ん中に配置

される。しかし、こ

こでは敷地の外にあ

る。この修道院の門

は、その西門の他に 

巨大な太陽のピラミッド 月のピラミッドからのテオティワカン 

畑の中の要塞型修道院・教会 

狭い北門の外に移設された十字架 

周辺には民家は見られない 
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南西の角に一つ、北に一つある。北門は 2 連のアーチ

で、西の正門より広く

装飾的だ。 
ところがこの北門

はほとんど門として

の機能を果たしてい

ない。その敷居は前庭

の地表面より低く、地

中に埋まっていたもの

を掘り起こしたかに見

える。北門の前に立ち、

前庭から外を眺めると、

目の高さほどのところ

に参道があり、門の外側

には塀に沿ってその参

道に上がるための小さな階段がある。また、前庭の北

東の角にあるポーサ

（御堂）も同じで、地

中に埋まっていたよ

うに見える。前庭は途

中からなだらかに教

会の正面に向かって

下って行く。教会の床

面が前庭より低いというのは、常識的に考えればお

かしい。私はてっきり以前ここにあったピラミッド

の土盛りをそのまま残してその直ぐ東に教会を建て

たのだと思っていたら、実はこの不思議な前庭は度

重なる水害からこの修道院・教会を守るために、後年、

土を盛ったものであることがわかった。 
記録によると 1630 年に人の背丈ほどの水にこの

修道院・教会が浸かっている。かつては先住民の反乱

を危惧して高く造られた外塀をそのままにして前庭

と外の道を高くしたため、大人がそれを簡単に乗り

越えられるほどになり、さらにアーチのある北門は

階段を下らなければくぐり抜けられなくなってしま

ったのだ。この嵩上げ工事のため、前庭の中心にあっ 
た問題の十字架を正門の外に移しておいたが、嵩上

げ工事が終わっても以前の位置に戻されることはな

く、そこが先住民の新しい祈りの場になったのだと

思う。 
 この嵩上げ工事の際にこの修道院周辺にあった中

央広場、町役場、町民の住宅がこぞって北の高台に

移転した。住民は朝晩のミサのために 500m 程離れ

た移転地から集まることを強いられることになった。 
これまで見てきたように、そして次号以降紹介しよ

うと思っている町でも、スペイン人征服者はキリス

ト教を利用して先住民を統治するために修道院・教

会を核として町

造りを推し進め

ていたからであ

る。 
 正門から教会

までの進行路は

真ん中あたりま

で平坦で、そこ 

から教会の玄関まではなだらかな下り坂になる様に

造られた。 
優美な彫刻で満たされたアコルマンの教会は、残

念ながら、メキシコ先住民の手業が入り込んだ様子

はない。16 世紀初期の教会建築は、建築家とともに

イタリアやスペインから腕利きの絵師や石工が呼び

つけられて建設されることもあった。珍しいケース

だが、この作品は純粋にヨーロッパ人によるものだ

ろう。 
さて、教会の玄関の扉を押して中に入ってみると、

アウグスチヌス会の修道士たちが祭壇上部の漆喰が

剥がれかかった白壁で、豪華な皮製の椅子に深く腰

かけて私を待っていた。修道士の日々の生活の一場

面を、モノクロームの肖像写真のように描かれてい

る。修道院回廊にも、確かなタッチのフレスコ画が描

かれている。いずれもその写実性からヨーロッパの

画家によるもののようである。これに似た絵は、以前

に紹介したイダルゴ州アクトパンの同じくアウグス

チヌス会の修道院階段部分に見ることができる。こ

うしたフレスコ画は16世紀のこの会の教会建築の特

徴となっている。 
テキキ様式の十字架 

 この教会でもっとも興味深いのは、前述した正門

の外にあるテキキ様式の十字架である。円柱の十字

の交差部にはキリストの顔が彫られている。その上

にアウグスチヌス会のハートに三本の矢が交差する

紋章が、さらにその上には罪状書「ユダヤの王、ナザ

レのイエス」を意味するＩＮＲＩの立て札がある。両

腕の末端にはユリの花が付けられ、腕の部分には六

つの花弁を持った花のレリーフが添えられている。

この花弁は磔刑のキリストの手を打ちつけた釘の位

置に当たり、花芯から血が流れているように見える。 

嵩上げされた修道院前の道 

地下に埋まった様に見える北門 

地下に埋まった様に見える御堂 

教会（左）  修道院（右） 

修道院回廊の具象的な絵 
 

修道士の肖像画のある教会の壁 
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その完成度の高さからこれらのレリーフは、教会正

面の彫刻を担当したヨーロッパの石工の手によるも

ののようだ。 

 ところが、キリスト顔下のレリーフはモチーフも

テクニックも全く対照的だ。上から逆さまの革袋、中

から液体がこぼれ落ちている様に見える。それは磔

刑のキリストの心臓から流れ落ちる血を表している

ようだ。それがリボン飾りの付いた円柱の上の七面 

鳥？の頭に降りかかっているように見える。まるで

先住民の血の儀式を表しているようだ。その横に攻

具としてのヤットコ、シュロの葉、槍、そして何故か

梯子、死を表すドクロのレリーフが見える。キリスト

の顔下に見るこうした稚拙なレリーフは、ヨーロッ

パの彫刻家がこの十字架を立てて帰国した後に、こ

の地の先住民によって彫られたもののようだ。 
一般的に言って、十字架はキリストの受難を意味

していて、修道士達は先住民を十字架の回りに集め

て説教していたが、彼らの理解を促すためにこうし

た絵文字を積極的に利用している。前々回訪ねたヒ

ロテペックのテキキ洋式の十字架にはそうした絵文

字が具象的に掘られていて、洗煉された技巧が感じ

られるものだった。でもここでは異なる。 
 さて、十字架の下の土台のニーニョ（幼児キリスト）

を抱く無骨なマリア像を見てみよう。上のレリーフ

とも異なった雰囲気があり、取って付けたような印

象は拭えない。大きく見開いた目と怒ったような顔

に直毛の髪あるいはショール、手には手袋を着けた

大きな手。そのすぐ下にはドクロ、ヘビ、壷のレリー

フ。そして、どう理解して良いのか見当もつかない台

形のレリーフがある。 

何日もこの写真について考えた。お世辞にも美し

いとは言えない装飾なのだが、アコルマン先住民の

心の支えになっていたに違いない台座だと感じてい

た。先の品々は十字架の下に埋められていたものを

表現してはいないか。前述のヒロテペックで紹介し

た十字架のように、この土台には彼らのピラミッド 

絵文字が刻まれた十字架 

台座の聖母､壷､骸骨､蛇､隕石？の浮彫 

レリーフの細部 
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神殿の重要な偶像やその破片が隠されていたと私は

想像している。 
アコルマンの人々は神父の前では心の征服までも

許したかのように、彼らの偶像が仕込まれた十字架

に手を合わせていたのだ。嵩上げ工事が終わっても、

教会の敷地に戻らなかったこの十字架は、キリスト

教から解放されて、真の先住民の神様となったのだ。 
アコルマンの伝説 

 かつて、このアコルマンの土地に住む人々はアク

イマイトルと呼ばれていた。ナワトル語でアクーイ

＝人間、マイトル＝胴あるいは腕、つまり「胴（腕）

のある人間（＝胴より下の無い人間）」と言う意味の

この地には、「神が太陽めがけて槍を放り投げた。そ

の先が刺さった所に窪みができ、そこに胴（腕）体だ

けの男が生まれた。それから女が生まれた」という伝

説がある。先住民歴史家ヘロニモ・デ・メンディエタ

神父が伝えている。アクイマイトルの住むこの土地

をアクルマイトルと呼んだが、時代とともに、たぶん

スペイン人が発音しやすいように変化し、アクルマ

ン、アコルマンと呼ばれるようになった。 
 畑の畦を歩いて退いてみると、この修道院・教会

は、畑の中に突如として立ち上がった背中に突起を

持つ黒い恐竜のようだった。托鉢派のアウグスティ

ヌス会の修道士たちが、町はずれの僧院で祈りの

日々を過ごしていたのだと気付いたら、やはりこの

畑の中の修道院・教会は何か訳あるのだとの思いに

囚われた。近郊のテペスパン、アコルマン、オトゥン

バを総称してアクルアカン族と呼び、アコルマンが

アクルアカンから派生した地名であることを思えば、

かつてここはアクルアカン族の重要な聖地であった

のだ。先に述べた伝説が語るように、ここは「神が

槍を投じてできた窪地」だった。その窪地が単なる

低地や沼地を意味するものなのか、それとも井戸や

泉の存在を意味するものなのか。また「その窪地に

胴（腕）のある男が生まれた」とは、窪地にそのよ

うに見える奇岩でもあったのか、それとも腕とはリ

ンガの隠喩なのか。さらに、神が投じた窪地ができ

るほどの槍とは何か。神が投じたという言い方から

すれば、たとえば雷とか、隕石の落下とか。 
ある日突然、空から轟音と共に光跡を残して隕石

が落下し、現在、アコルマンの修道院・教会のある

この地に着地し、爆発した。そうして、ここに窪地

を造った。古代の人々は隕石落下を光る槍と比喩し

た。そして、「その窪地に胴（腕）のような男が生ま

れた」とは、そのような形した隕石が、そこに発見 
されたということではないだろうか。先ほど、修道

院・教会を遠くから望んだときには、この修道院・ 
教会が窪地の中にあるようには見えなかった。修道

院・教会の南 200ｍほどを、メキシコ市から観光地

テオティワカンまでの自動車道が農地より一段高い

ところを通っているから低地であることにはちがい

ない。でもこの地がクレーターでできた低地であっ

たという確証は無い。 

 もし、アコルマンの伝説の起源が隕石の落下であ

り、その時代が古代都市テオティワカンの末期、６

世紀だとすれば、この地からわずか 5ｋｍ先の大都

市テオティワカンの謎の崩壊に、アコルマンのこの

伝説が関係していると考えても不思議ではない。つ

まり私の推理は、次のようなものだ。 
 大都市テオティワカンが隆盛を極めていたころ、

アコルマンのこの地に隕石が飛来した。その奇怪な

出来事は大都市テオティワカンを恐怖に陥れた。隕

石衝突で巻き上げられた土埃は、大都市を覆い、人

身御供で多くの人命を神に捧げようとも太陽はその

姿をしばらく現さなかった。テオティワカンの神官

たちは、ついにここが不吉で呪われた土地だと判断

して、都市を見捨てて移動してしまった。 
 それから時が流れて、隕石の落下地点にアコルマ

ンの人々が住み着き、そこにピラミッド神殿を建設

した。被征服以前のピラミッド神殿の下には、神殿

の起源となる奇岩、つまり伝説の胴体、あるいは腕

の形の隕石が埋められていた。しかし、スペイン人

がこの地を征服すると、ピラミッドを切り崩して、

修道院・教会を建てるよう先住民に命令した。 
修道院の前庭の嵩上げ以前にテキキ様式の十字架

が立てられていたのは、隕石が落下した正にその地

点だったのではなかったろうか。もしかしたら「胴

（腕）の形をした隕石が、移設され十字架の台座に

今も隠されているのではないだろうか。聖母像の下

の台形のレリーフが今も脳裏から離れない。 
[写真複製不可]   [連載その 12 完] 

 

阿部修二会員に｢ぶらりメキシコ一人旅｣と題して、メキシコ

のあちこちを訪ね歩いたエッセイを連載していただいていま

す。 

第 1 回(2022 年 1 月号)：トラスカーラ 

第 2 回(同 4 月号)：ケレタロ 

第 3 回(同 7 月号)：ハルパン＆コンカ 

第 4 回(同 10 月号)：ランダ､ティラコ＆タンコヨル 

第 5 回(2023 年 1 月号)：シリトラのエドワード・ジェイ

ムスの庭 

第 6 回(同 4 月号)：イダルゴ州の奥座敷｢良く肥えた土地｣ 

アクトパン 

第 7 回(同 7 月号)：イダルゴ州の奥座敷 2：サン・アンド 

レス・ティアンギステンゴ 

 第 8 回(同 10 月号)：イダルゴ州のもう一つの奥座敷 3： 

イスミキルパン 

 第 9 回(2024 年 1 月号)：テポツォトラン 

 第 10 回(同 4 月号)：ヒロテペック 

 第 11 回(同 7 月号)：サン･フアン･デル･リオ 

 第 12 回(同 10 月号)：アコルマンとテオティワカンと 

 

阿部さんは 2005 年よりアミーゴ会会員。1947 年岩手県花巻

市生まれ。岩手大学工学部卒及び桑沢デザイン研究所ビジュ

アル・デザイン科卒。日本写真家協会元会員。メキシコ教会

美術に惹かれ 1986 年より毎年渡墨。2005 年以降 4 冊のメキ

シコ関係書籍を発行。最新作は『先住民のメキシコ―征服さ

れた人々の歴史を訪ねて』(2021 年 9 月刊 明石書店)です。 
 

[写真転載不可] 

＜編集部＞ 

編集部注：掲載写真の細部をご覧になるには PC 画面で拡大してお楽しみください。
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 メキシコ短信：政治  

クラウディア・シェインバウム大統領が就任 
～メキシコ史上初の女性大統領～ 

メキシコの新大統領にClaudia Sheinbaumクラウディア・シェインバウム博士

が10月1日に就任し、メキシコ初の女性大統領となった。本稿では、就任演説から

シェインバウム大統領が目指す“新生メキシコ(所属政党MORENA=国家再生運動)
の第2版”を探りたい。また、6月2日投票の大統領、上下両院議員、7州知事の選挙

結果概要も報告する。なお、この間の選挙動向などは本誌第56号(2023年10月)およ

び第58号(2024年4月号)を参照願います。(まとめ：編集人) 

『今日から女性が祖国を先導します』 
Hoy llegamos las mujeres a conducir 

los destinos de nuestra hermosa nación. 
 “Soy madre, abuela, científica y mujer de fe. Y a partir 
de hoy, por voluntad del pueblo de México, la presidenta 
constitucional de los Estados Unidos Mexicanos. 
Gobernaré para todos y para todas y tengan la certeza 
de que pondré mi conocimiento, mi fuerza, mi historia 
y mi vida misma al servicio del pueblo y de la patria. 
Tengo la certeza de que consolidaremos juntas y juntos 
un México cada día más próspero, libre, democrático, 
soberano y justo.” 「私は母親で､祖母で､科学者で､信念

ある女性です｡メキシコ国民の意思に拠り、今日から正式

な女性大統領となります｡全国民の大統領となります。私

の全知全能と人生経験とを全国民と祖国に捧げる決意で

す。繁栄する、自由で民主的な、主権と正義のあるメキシ

コの構築に国民と共に邁進します。」(編集人仮訳) 
大統領就任演説の主要論点 

 シェインバウム大統領は10月1日、国会での就任

演説で概ね下記論点に言及した (編集人勝手記述)。 
1.ジェンダー平等：初の女性大統領を象徴として階

級差別･人種差別･マチズモ(男性優位)･あらゆる差

別を撤廃。2.民主主義と権利の尊重：司法改革によ

る法治国家の構築･あらゆる権利と自由の確立。3.安
全な国づくり：麻薬抗争の原因(貧困)除去と無処罰

の解消。4.経済：Banco de México(中銀)の独立と財

政規律の堅持・内外投資家の保護。5.外交：米州各国

との関係強化＜注:主権尊重と内政不干渉を憲法が

規定＞。6.気候変動：クリーンエネルギーの自給･水

資源の確保。7.偉大なメキシコの建設継続：メキシ

コ流人道主義の遂行･前政権の成果(貧困削減など)
の拡充･先住民文化の尊重。 
また、同大統領は10月3日､「100の約束～第4次変

革4Tの第2段階に向けて」と題する政策文書を公表

した。主要課題14項目毎に取り組むべき政策を計

100項目列挙した文書。大統領府HP(Presidencia de la 
Republica | Gobierno | gob.mx)に全文掲載されている。 

大統領：与党連合が60％得票で圧勝 
 6月2日に実施された大統領選挙では、与党連合の

シェインバウム候補が得票率59.8％で他の二者を圧

倒した。当日の登録有権者数は9,847万人で、投票率

は61％だった。 
シェインバウム候補の圧勝要因は、①AMLO政権

の高い支持率(7月で65％)、②AMLO的政策＝成長よ

り分配重視の継続訴求、③メキシコ市長としての実 
績・実行力の訴求となろう。また、課題としては①

AMLO前大統領との政策的近似性や人間的親密性、 

②外交経験の不

足：米国新大統領との交渉や三国通商協定(USMCA
／T-MEC)の改定交渉、③合理的経済政策の遂行＝

内外投資家の信頼確保、④社会安全の確保＝社会的

暴力の根絶などを指摘できる。 
なお、新政権の閣僚には前政権から10人が就任し、

政策の継続性と安定性を担保している。 

(出所：連邦選挙管理庁 Cómputos 2024 (ine.mx)) 

上下両院：与党Gが改憲可能議席を確保 
与党連合の獲得議席は上院では改憲可能議席に１

議席不足も諸派を加えて3分の2以上を確保し、下院

では改憲可能議席を獲得した。AMLO政権は9月1日
招集の第66国会で「第4次変革法4T」を成立させ、

改憲が必要な最高裁判事などの公選制を導入した。 
上下両院党派別議席数 (出所:連邦選挙管理庁データを編集) 

 与党連合 野党連合 野党 諸派 
政党 MORENA PT PVEM PAN PRI PRD MC 諸派 

上

院 
62  9 14 22 16 0  5 0 

  85 38  5 0 
下

院 
236 51 77 72 35 1 27 1 

364 108 27 1 
編集注：上院は任期6年.128議席中96議席が各州3名選出の中選挙区制＋

32議席が比例代表制｡中選挙区では各州最多得票政党が2議席を,第2党
が1議席を獲得.下院は任期3年.500議席のうち300議席が小選挙区直接

選挙＋200議席が全国5区の比例代表制. 
州知事：与党連合が24州制覇 

メキシコ市を含む9州で知事選が行われ、与党連

合が7州で勝利した。結果、全国32州の党派別配分は、

与党連合が24州、野党連合が6州(PANが4州、PRIが
2州)、市民連合MCが2州となった。 

メキシコ市はクララ･ブルガダ

Clara Brugada前イスタパラパ区長

が当選した。同市長は1963年生れの

UNAM経済学士、連邦下院議員(２
期)や各級公職を歴任した。なお、与党連合の勝利6
州はChiapas, Morelos, Puebla, Tabasco, Veracruz, 
Yucatánの各州。             （了） 
 

 

出所: https://www.gob.mx/presidencia 
 

あとがき：あっという間に秋が深まり、本誌発刊期限接近で

す。寄稿者の絶大なるご協力に感謝です。早くも新年号の編

集が目前です。紅葉を前にヤレヤレの編集人。［20241026 か］ 
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